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新
区
長
就
任

区
議
会

岡
崎
助
役
を
選
任

区
長
就
任
御
挨
拶

今
回
は
か
ら
ず
も
足
立
区
議
会

の
御
選
任
に
よ
り
足
立
区
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
る
に
、大
正
十
二
年

当
時
の
千
住
町
に
職
を
奉
じ
て
以

来
三
十
六
年
有
余
、此
の
間
区
民

の
皆
様
の
格
別
な
御
支
援
と
御
懇

情
を
賜
わ
り
御
蔭
様
で
大
過
な
く

過
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

は
誠
に
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
、衷

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
は
区
長
の
重
職
に
就
任
い

た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
私

の
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
感
激
の

極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
よ
り

浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
ま
す
の
で

こ
の
重
責
を
果
し
得
る
か
ど
う
か

非
常
に
危
惧
い
た
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

幸
い
に
故
斉
藤
区
長
が
在
職
中

区
政
の
将
来
に
つ
い
て
定
め
ら
れ

た
基
本
方
針
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

そ
の
方
針
に
向
つ
て
全
力
を
傾
注

い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

な
お
、
飛
躍
的
発
展
途
上
に
あ

る
足
立
区
と
し
て
重
点
的
に
取
上

げ
て
ゆ
き
た
い
問
題
は
、
今
後
予

想
さ
れ
る
生
徒
児
童
の
激
増
に
対

処
し
て
教
育
施
設
の
拡
充
、
道
路

橋
梁
、
下
水
の
改
良
補
修
等
土
木

事
業
の
促
進
、
こ
れ
と
併
行
し
て

堤
北
地
区
の
発
展
を
阻
害
し
て
お

り
ま
す
緑
地
々
域
解
除
の
再
検
討

と
選
定
地
域
内
の
区
画
整
理
を
強

力
に
推
進
す
る
ほ
か
、
水
災
火
災

等
災
害
対
策
の
万
全
を
期
し
真
に

住
み
よ
い
健
全
な
市
街
地
の
建
設

を
計
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
又
本

区
は
他
区
に
比
較
し
て
要
保
護
世

帯
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
が
非

常
に
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
区
民

の
福
利
厚
生
を
計
る
ほ
か
、
本
区

の
特
殊
性
に
か
ん
が
み
環
境
衛
生

の
改
善
、
特
に
青
少
年
の
健
全
育

成
の
た
め
の
施
設
の
整
備
拡
充
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
又
、
商
工
農

業
の
振
興
対
策
と
し
て
特
に
中
小

企
業
の
育
成
、
近
郊
都
市
と
し
て

の
農
業
振
興
の
た
め
花
卉
園
芸
、

促
成
そ
菜
奨
励
の
た
め
の
指
導
育

成
を
計
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。し
か
し
な
が
ら
、
い
づ
れ
に
し

て
も
区
財
源
の
み
で
は
実
施
が
困

難
で
あ
り
ま
す
の
で
、
都
区
財
政

調
整
に
期
待
し
極
力
こ
れ
が
実
現

に
努
力
を
傾
注
し
、
四
十
万
区
民

の
付
託
に
応
え
、
明
る
い
住
み
よ

い
足
立
区
の
建
設
に
邁
進
す
る
覚

悟
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
区
民
の
皆
様
に
は
前
区

長
同
様
御
指
導
御
韃
撻
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
て
就

任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

足立区長　岡崎十止雄

▼
新
区
長
は
大
正
1
2

年
千
住
町
に
奉
職
、

昭
和
2
2年
教
育
課
長

同
2
6年
足
立
区
収
入

役
、
同
3
0年
足
立
区

助
役
を
経
て
、
去
る
1
1

月
1
1日
区
議
会
に

お
い
て
選
任
▲

十
一
月
二
十
日

総

選

挙

〝
国
造
り
ま
ず
良
い
人
を
選
ぶ
こ
と
〟

わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
よ
く
し

国
を
栄
え
さ
せ
る
よ
い
政
治
を
ね

が
う
に
は
、
立
派
な
人
を
わ
た
し

た
ち
自
身
の
代
表
者
と
し
て
国
会

に
送
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

十
一
月
二
十
日
に
行
わ
れ
る
総

選
挙
は
、
国
政
の
進
展
を
願
う
た

め
の
選
挙
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

意
味
で
今
回
の
選
挙
は
重
要
で

す
。し

か
し
残
念
な
が
ら
、
選
挙
と

違
反
は
つ
き
も
の
の
よ
う
に
、
毎

回
検
挙
者
が
出
て
、
恥
か
し
い
歴

史
を
く
り
か
え
し
て
お
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
願
い
は
唯
一
つ

う
し
ろ
暗
く
な
い
明
る
い
選
挙
に

よ
つ
て
選
ば
れ
た
、
わ
た
し
た
ち

の
代
表
者
に
よ
る
政
治
で
す
。

こ
の
願
い
を
か
な
え
よ
う
と
、

足
立
区
で
は
、公
明
選
挙
推
進
協

識
会
を
中
心
に
、
明
る
い
選
挙
を

と
叫
ん
で
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
が
自
覚

と
責
任
を
も
つ
て
、
「
出
た
い
人

よ
り
、
出
し
た
い
人
」
を
選
び
ま

し
よ
う
。

な
お
二
十
日
の
総
選
挙
の
際
に

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
も

同
時
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
各
戸
に

配
付
さ
れ
る
「
審
査
公
報
」
な
ど

を
よ
く
お
読
み
下
さ
い
。

区
で
四
十
四
名
表
彰

文
化
の
日

功
労
、精
勤
、篤
行
者
な
ど
を

菊
花
も
薫
る
文
化
の
日
、
区
で
は
表
彰
規
則
に
も
と
ず

く
各
界
功
労
者
、
精
勤
者
、
篤
行
者
な
ど
四
十
四
名
を
表

彰
、
そ
の
功
績
を
讃
え
て
表
彰
な
ら
び
に
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
。
晴
れ
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
と
そ
の
事
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
十
年
以
上
区
議
会
議
員
と
し
て

地
方
自
治
の
進
展
に
寄
与
―
清
水

宗
忠
▼
区
職
員
と
し
て
二
十
年
以

上
勤
続
し
地
方
自
治
の
進
展
に
寄

与
―
堀
省
助
、
松
本
信
武
、
渡
辺

安
男
、
佐
久
間
清
次
、
麻
生
直
、

相
沢
明
、
石
井
健
治
、
森
田
秋
太

郎
、
金
杉
子
之
助
、
鈴
木
仙
四
郎

▼
多
年
区
の
消
防
に
尽
力
―
下
川

幸
三
郎
▼
二
十
年
以
上
学
校
児
童

の
保
健
衛
生
に
尽
瘁
―
松
岡
初
年

二
十
年
以
上
区
の
教
育
に
従
事
そ

の
職
に
尽
瘁―

大
下
実
、
相
沢
静

江
、
原
一
男
、
内
藤
錞
一
、
遠
山

千
代
、
奥
村
梅
、
手
塚
清
吾
▼
二

十
年
以
上
方
面
委
員
民
生
委
員
と

し
て
区
の
福
祉
事
業
に
尽
瘁―

松

崎
順
赫
▼
多
年
農
業
技
術
の
普
及

改
良
に
努
め
米
穀
の
早
期
売
渡
し

に
努
力―

野
口
藤
吉
▼
多
年
花
卉

蔬
菜
等
農
芸
の
普
及
改
良
に
努
め

た―

寺
島
満
二
、
江
川
武
雄
▼
多

年
農
業
団
体
に
勤
続
―
皆
吉
猛
、

新
井
六
蔵
▼
多
年
工
業
従
業
員
と

し
て
勤
続
―
鶴
谷
貞
之
助
、
山
中

房
治
、
増
田
啓
三
、
川
上
菊
松
(

以
上
日
立
製
作
所
)
大
川
鉄
之
助

高
橋
洪
、
小
笠
原
常
四
郎
(
以
上

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
靴
)
土
屋
隆
四
郎

早
川
清
一
郎
(
以
上
高
崎
製
紙
)

赤
津
七
郎
、
高
橋
幸
市
(
以
上
丸

新
フ
エ
ル
ト
)
▼
多
年
商
業
従
業

員
と
し
て
勤
続
―
島
田
勇
次
郎
(

久
留
米
屋
)
寺
山
か
づ
ゑ
(
鳥
幸

)
大
下
三
郎
(
ヨ
ー
カ
堂
)
仲
井

春
夫
(
大
兼
商
店
)
▼
貧
困
家
庭

の
救
援
に
尽
力
―
深
代
佐
源
太
(

区
職
員
)
▼
多
年
身
体
不
自
由
な

学
友
を
助
け
る
―
中
鉢
良
護
(
上

野
高
校
生
)
▼
多
年
氷
川
ラ
ジ
オ

体
操
会
を
通
じ
て
青
少
年
を
補
導

育
成
―
富
沢
貞
雄
以
上
四
十
四
名

の
各
氏

表彰を受ける篤行者
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第4 次 追 加 予算 額 2億7千6
百50

万 円

一般会計総額
18億l 千6百89万円

――本区の財政規模の見通しもつき、教育・土木などの事業活発となる――

昭
和
三
十
五
年
度
第
四
次
追
加
予
算
が
十
月
三
日
の
第
三
回
定
例

区
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
追
加
予
算
は
、
本
年
度
の
都
区
財
政
調
整
が
決
定
し
本
区

の
財
政
規
模
の
見
通
し
が
つ
き
ま
し
た
の
で
、
土
木
事
業
、
教
育
行

政
等
の
建
設
的
経
費
及
び
新
規
事
業
経
費
を
重
点
と
し
そ
の
他
各
般

に
わ
た
る
事
務
事
業
費
の
充
実
を
は
か
り
ま
し
た
。
こ
の
追
加
予
算

額
は
二
億
七
千
六
百
五
十
万
余
円
で
既
に
決
ま
つ
て
い
る
予
算
額
と

合
せ
ま
す
と
、
総
額
十
八
億
千
六
百
八
十
九
万
余
円
と
な
り
ま
す
。

追
加
予
算
の
款
別
計
上
額
は
次
頁
の
表
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、

予
算
化
し
た
主
な
事
項
を
款
別
に
説
明
い
た
し
ま
す
と
次
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。

議
会
費
…

役
員
改
選
に
伴

う
議
員
報
酬
等
の
差
額
、
そ
の
他

区
議
会
用
の
自
動
車
購
入
費
等
で

あ
り
ま
す
。

区
役
所
費
…
本
庁
舎
借
用

敷
地
の
購
入
費
、
臨
時
職
員
の
賃

金
、
遠
隔
、
広
地
域
の
出
張
所
用

モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
購
入
費
等
で
あ

り
ま
す
。

土
木
費
…

道
路
、
橋
梁
、

溝
渠
の
維
持
修
繕
及
び
路
面
補

修
、
側
溝
改
修
、
溝
渠
改
修
等
の

工
事
費
、
そ
の
他
土
木
工
事
の
能

率
化
を
計
る
た
め
の
道
路
応
急
舗

装
車
、
ダ
ン
プ
カ
ー
、
汚
泥
運
般

車
等
の
小
型
四
輪
車
、
携
帯
用
さ

く
岩
機
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
ラ
ン
マ

ー
、
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
ー
等
の
機
械

化
経
費
及
び
材
料
置
場
用
土
地
購

入
費
等
で
あ
り
ま
す
。

建
築
事
業
費
…

土
木
出

張
所
庁
舎
の
増
築
工
事
費
、
第
九

出
張
所
庁
舎
の
新
築
工
事
費
、
そ

の
他
本
所
、
支
所
、
出
張
所
等
各

庁
舎
の
維
持
修
繕
費
で
あ
り
ま

す
。教

育
費
…
小
中
学
校
の
理

科
教
材
用
備
品
費
、
東
島
根
中
学

校
、
西
新
井
及
び
梅
島
第
一
小
学

校
両
分
校
の
調
度
備
品
費
、
産
業

教
育
指
定
校
(
第
十
二
中
、
第
十

六
中
)
の
設
備
充
実
費
、
第
三
中

学
校
の
特
別
教
室
用
備
品
整
備

費
、
養
護
学
園
の
施
設
を
拡
張
し

夏
季
臨
海
学
園
の
収
容
力
を
増
す

た
め
の
工
事
費
、
給
食
費
支
払
困

窮
者
に
対
す
る
扶
助
費
、
小
中
学

校
校
舎
の
増
改
築
に
要
す
る
工
事

費
、
校
地
購
入
費
、
弘
道
小
学
校

の
屋
内
体
操
場
建
設
費
、
校
庭
の

整
備
費
、
浚
渫
船
に
よ
る
千
住
高

砂
・
五
反
野
両
運
動
場
の
盛
上
整

備
費
、
千
住
・
梅
島
両
図
書
館
の

図
書
購
入
費
、
「
成
人
の
日
」
の

記
念
行
事
費
の
追
加
額
等
で
あ
り

ま
す
。

民
生
事
業
費
…

千
住
旭

児
童
遊
園
を
モ
デ
ル
遊
園
に
整
備

の
た
め
の
施
設
充
実
費
、
生
業
資

金
の
貸
付
金
、
国
民
年
金
事
務
費

の
追
加
額
等
で
あ
り
ま
す
。

産
業
経
済
費
…

区
内
中

小
企
業
者
に
対
す
る
年
末
融
資
の

額
を
増
額
し
利
用
者
の
枠
を
拡
め

る
た
め
の
追
加
額
、
経
営
合
理
化

講
座
等
の
商
工
振
興
費
で
あ
り
ま

す
。産

業
振
興
舘
費
…

公
会

堂
の
天
井
改
修
及
び
花
道
等
設
置

に
伴
う
舞
台
の
改
修
費
等
で
あ
り

ま
す
。

体
育
館
費
…
プ
ー
ル
用

水
の
循
環
浄
化
装
置
及
び
洗
眼
シ
ヤ

ワ
ー
、
水
飲
場
増
設
等
の
施
設

費
で
あ
り
ま
す
。

諸
支
出
金
…

育
英
資
金

の
積
立
金
、
町
の
負
担
を
軽
く
す

る
た
め
防
犯
灯
補
助
費
の
増
額
追

加
、
日
雇
労
務
者
に
対
す
る
措
置

費
、
将
来
に
備
え
て
区
民
共
用
の

広
場
を
確
保
す
る
た
め
の
土
地
購

入
費
、
及
び
災
害
対
策
用
折
畳
式

救
命
ボ
ー
ト
、
超
短
波
無
線
電
話

機
、
活
動
用
被
服
購
入
費
等
で
あ

り
ま
す
。

以
上
の
歳
出
予
算
を
賄
う
歳
入

予
算
と
し
て
は
、
区
税
の
増
収
見

込
額
、
特
別
区
営
競
馬
益
金
収

入
、
校
舎
改
築
の
た
め
廃
止
し
た

建
物
、
そ
の
他
土
地
等
の
売
払
代

金
、
都
か
ら
の
交
付
金
、
補
助
金

前
年
度
繰
越
金
、
財
政
調
整
交
付

金
を
計
上
し
財
源
と
い
た
し
ま
し

た
。区

民
税
を
お
納
め
下
さ
い

区
民
税
第
三
期
分
の
納
期
は
十
月

三
十
一
日
ま
で
で
し
た
が
、
ま
だ

お
納
め
に
な
ら
な
い
方
は
、
至
急

税
務
課
又
は
出
張
所
へ
お
納
め
願

い
ま
す
。

又
、
滞
納
金
が
か
さ
ん
で
お
困
り

の
方
は
一
日
も
早
く
徴
収
係
へ
ご

相
談
に
な
つ
て
下
さ
い
。

都
立
高
校
が
少
な
い

広
い
足
立
区
へ
建
て
て
下
さ
い

最
近
高
校
へ
進
学
す
る
も
の
が

増
加
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
都
立
高
校
が
少
な
い
た
め
非

常
な
就
学
難
と
な
つ
て
い
ま
す
。

足
立
区
で
は
、
現
在
区
立
中
学

校
が
二
十
一
校
あ
り
、
こ
の
卒
業

予
定
者
五
千
人
の
う
ち
、
進
学
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
は
約
三
千
五

百
人
の
多
き
に
達
し
て
い
ま
す
。

し
か
る
に
、
こ
れ
に
対
す
る
区
内

都
立
高
校
は
わ
ず
か
二
校
、
収
容

力
は
全
日
制
で
十
六
学
級
八
百
人

と
い
う
わ
び
し
さ
。

従
つ
て
、
必
然
的
に
他
区
に
あ

る
都
立
高
校
へ
進
学
す
る
も
の
が

多
い
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も
第
五

学
区
な
る
も
の
が
、
中
央
区
台
東

区
荒
川
区
足
立
区
と
い
う
東
京
都

区
部
を
南
北
に
細
長
く
縦
断
す
る

特
殊
な
形
の
区
域
の
た
め
、
都
心

へ
向
つ
て
通
学
す
る
も
の
は
、
通

勤
者
と
合
流
す
る
結
果
と
な
り
、

交
通
機
関
は
大
変
な
混
雑
で
す
。

又
一
方
、
現
在
は
青
少
年
の
健

全
育
成
を
促
進
す
る
た
め
、
校
外

生
活
指
導
が
重
要
に
な
つ
て
き
て

い
る
の
に
、
都
心
は
適
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
高
校
を
、
こ
の
緑
地
に

め
ぐ
ま
れ
た
、
環
境
の
よ
い
足
立

区
へ
是
非
設
置
し
て
下
さ
い
と
去

十
月
二
十
五
日
、
区
長
、
区
議
会

議
長
名
を
も
つ
て
都
へ
強
く
要
望

し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険

無
料
健
康
相
談
を
御
利
用
下
さ
い

当
区
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、

今
回
皆
さ
ん
の
健
康
を
お
守
り
す

る
た
め
に
、
次
の
と
お
り
無
料
健

康
相
談
を
実
施
中
で
す
。
被
保
険

者
の
方
は
誰
方
で
も
無
料
で
健
康

相
談
と
、
適
切
な
指
導
が
う
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非

ご
利
用
下
さ
い
。
相
談
を
取
扱
う

と
こ
ろ
は
、
千
住
・
足
立
保
健
所

と
足
立
区
医
師
会
に
加
入
し
て
い

る
お
医
者
さ
ん
、
歯
科
医
師
会
に

加
入
し
て
い
る
歯
医
者
さ
ん
な
ら

ど
こ
で
も
結
構
で
す
。

な
お
、
相
談
の
さ
い
被
保
健
者

証
と
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
つ
て
下

さ
い
。
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単位千円

き
ょ
出
制
(
保
険
料
を
か
け
る
)
国
民
年
金

届
出
は
十
月
一
日
か
ら
受
付
中

◎
届
出
に
つ
い
て

き
よ
出
制
国
民
年
金
の
加
入
届

は
去
る
十
月
一
日
か
ら
始
ま
り
、

現
在
、
区
の
係
員
が
こ
の
国
民
年

金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
の
家
庭
を
訪
問
し
、
加
入

届
を
し
て
も
ら
つ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
区
役
所
の
国
民
年
金
課
及
び

梅
島
支
所
の
庶
務
課
の
窓
口
で
も

受
付
け
て
い
ま
す
。

特
に
、
来
年
四
月
一
日
に
お
い

て
、
五
十
才
か
ら
五
十
四
才
ま
で

の
人
は
来
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
届
出
な
け
れ
ば
加
入
で
き
な
く

な
り
ま
す
か
ら
御
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
新
し
く
被
保
険
者
と

な
つ
た
と
き
(
満
二
十
才
に
な
つ

た
と
き
等
)
、
被
保
険
者
で
な
く

な
つ
た
と
き
、
氏
名
や
住
所
を
変

更
し
た
と
き
に
は
二
十
日
以
内

に
、
死
亡
し
た
場
合
は
十
四
日
以

内
に
届
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
年
金
手
帳
の
交
付
に

つ
い
て

国
民
年
金
手
帳
の
交
付
は
来
年

二
月
頃
み
な
さ
ま
の
お
手
も
と
に

と
ど
け
る
予
定
で
す
。
こ
れ
は
保

険
料
納
付
に
際
し
、
国
民
年
金
印

紙
を
は
つ
て
検
認
を
受
け
た
り
、

免
除
、
前
納
、
追
納
な
ど
過
去
の

保
険
料
納
付
状
況
を
記
録
す
る
も

の
で
す
。
も
し
、
な
く
し
た
り
、

汚
ご
し
た
り
、
ま
た
は
破
つ
た
場

合
は
、
再
交
付
申
請
書
を
出
し
て

い
た
け
ば
再
交
付
さ
れ
ま
す
。

◎
掛
け
捨
て
の
問
題
に
つ
い
て

現
在
の
国
民
年
金
法
で
は
途
中

で
死
亡
し
た
場
合
保
険
料
の
払
戻

し
は
行
な
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
つ

て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
各
方
面
か
ら
の
要
望

に
こ
た
え
て
次
の
国
会
に
お
い
て

改
正
さ
れ
、
死
亡
一
時
金
が
出
る

こ
と
に
な
る
予
定
で
す
。

例
え
ば
三
～
四
年
間
保
険
料
を

納
め
た
人
は
五
千
円

五
～
九
年
間
保
険
料
を

納
め
た
人
に
は
七
千
円

十
～
十
四
年
間
保
険
料

を
納
め
た
人
に
は
一
万

二
千
円

等
の
死
亡
一
時
金
が
出
る
予
定
で

す
。
但
し
、
三
年
未
満
の
場
合
は

死
亡
一
時
金
は
で
ま
せ
ん
。

◎
受
給
年
令
の
繰
り
上
げ
に
つ

い
て

年
金
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

年
令
は
六
十
五
才
か
ら
に
な
つ
て

お
り
ま
す
が
希
望
者
に
は
六
十
才

か
ら
減
額
年
金
を
支
給
す
る
こ
と

に
な
る
予
定
で
す
。

支
給
率
は
掛
金
を
か
け
た
期
間

に
応
じ
て
、
そ
の
年
金
額
の
六
割

を
生
涯
支
給
す
る
こ
と
に
な
る
予

定
で
す
。

◎
御
問
い
合
せ
は

足
立
区
役
所
国
民
年
金
課

(
電
話
)
(
八
八
八
)

二
一
五
一
(
代
表
)

梅

島

支

所
　
庶
務
課

(
電
話
)
(
八
八
一
)

三
一
六
八
(
代
表
)

所
得
税
第
二
期
分
は
今
月
中
に
お
納
め
下
さ
い

区
民
の
皆
さ
ん
に
は
平
素
か
ら

納
税
の
御
協
力
を
戴
い
て
お
り
ま

す
が
、
今
月
は
所
得
税
第
二
期
分

の
納
期
で
あ
り
ま
す
。
十
一
月
三

十
日
ま
で
に
、
お
近
く
の
銀
行
又

は
郵
便
局
へ
お
納
め
下
さ
い
。

納
期
限
に
お
く
れ
ま
す
と
余
分
な

御
負
担
が
か
ゝ
り
ま
す
の
で
ど
う

か
月
末
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

足
立
税
務
暑
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日
ノ
出
町
一
、二
丁
目
と
千
住
旭
町
の
一
部
が

十
一
月
一
日
か
ら
新
町
名
新
地
番
に

日
ノ
出
町
一
、
二
丁
目
及
び
千
住
旭
町
一
部
の
町
界
、
町
名
、

地
番
の
整
理
は
梅
島
支
所
地
番
整
理
係
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め

新
し
い
町
名
地
番
へ
の
切
替
え
は
、
戸
籍
、
住
民
登
録
、
土
地

台
帳
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
面
に
関
係
し
て
き
ま
す
の
で
、
こ
の

地
域
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
、
ま
た
は
関
係
の
あ
る
方
は
次
の

こ
と
を
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。

○
整
理
さ
れ
た
地
域

日
ノ
出
町
一
、
二
丁
目
及
び
千

住
旭
町
の
一
部
四
五
、
六
八
五
坪

の
地
域
で
す
。

○
出
張
所
の
所
管
区
域

出
張
所
の
所
管
区
域
は
大
部
分

変
り
ま
せ
ん
が
、
住
宅
公
団
ア
パ

ー
ト
の
一
、
二
号
館
の
区
域
は
今

回
の
整
理
で
千
住
旭
町
で
あ
つ
た

の
が
日
ノ
出
町
と
変
り
ま
し
た
の

で
、
第
二
出
張
所
の
区
域
と
な
り

ま
し
た
。

○
戸

籍

、
住
民

登
録

な
ど

戸
籍
の
本
籍
地
番
の
更
正
は
区
役

所
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

近
い
う
ち
に
戸
籍
課
か
ら
連
絡
し

ま
す
か
ら
、
定
め
ら
れ
た
手
続
き

を
お
と
り
下
さ
い
。

住
民
登
録
、
印
鑑
登
録
、
配
給
台

帳
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
係
で
新

地
番
に
書
き
替
え
ま
す
。

○
土

地

、
家

屋
は

東
京
法
務
局
足
立
出
張
所
(
登

記
所
)
で
取
り
扱
つ
て
い
る
土
地

家
屋
の
台
帳
、
登
記
簿
は
物
件
を

表
示
す
る
町
名
地
番
だ
け
職
権
で

訂
正
さ
れ
ま
す
。し
か
し
所
有
者

の
住
所
は
本
人
の
申
請
に
よ
る

こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
の
で
住
所

変
更
を
申
請
す
る
手
続
き
が
必
要

で
す
。こ
れ
は
法
人
登
記
の
場
合

も
同
じ
で
す
か
ら
ご
注
意
下
さ

い
。

○
そ
の
他
官
公
庁
で
は

税
務
事
務
所
、
保
健
所
、
福
祉

事
務
所
な
ど
は
、
特
別
の
場
合
を

除
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
官
公
庁
で
書

き
替
え
ま
す
。

○
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

自
動
車
の
車
券
、
運
転
免
許
証

な
ど
は
住
所
変
更
手
続
き
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ

に
必
要
な
町
名
地
番
変
更
の
証
明

書
は
、
第
二
出
張
所
か
梅
島
支
所

で
当
分
の
間
無
料
で
発
行
し
ま

す
。

引
揚
者
国
庫
債
券
担
保
に
よ
る
資
金
貸
付

東
京
都
で
は
毎
月
引
揚
者
国

庫
債
券
を
担
保
と
し
て
援
護
資

金

の
貸
付
を
行
つ
て
い
ま
す

。

こ
の
資
金

を
借
り
ら
れ
る
方
は

左
記
の
条
件
が
必
要
で
す

。

○
国
庫
債
券
を
持
つ
て
い
る
こ
と

○
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

○
申
込
者
(

債
券
記
名
者
)

が

東
京
都
に
六
カ
月
以
上
居
住

し
て
い
る
こ
と

貸
付
額

二
八
、〇
〇
〇
円
券
…
…
一
八
、
〇
〇
〇
円

二
〇
、
〇
〇
〇
円
券
…
…
一
三
、
〇
〇
〇
円

一
五
、
〇
〇
〇
円
券
…
…
　
九
、〇
〇
〇
円

七
、〇
〇
〇
円
券
…
…
　
四
、〇
〇
〇
円

た
だ
し
貸
付
額
は
一
世
帯
五
万

円
ま
で
で
す

。

な
お
年
末
融
資
を

ご
希
望
の

方
は
十

一
月

一
日

よ
り
十

二
月

六
日
ま
で
お
申
込
み
下
さ

い

。

受
付
場
所
と
問
合
先

足
立
区
役
所
民
生
課
福
利
係

(
8
8
8
)
二
一
五
一
(
代
)

〃
梅
島
支
所
庶
務
課
区
民
係

(
8
8
1
)
三
一
六
八
(
代
)

や
め
よ
う
刃
物
の
も
ち
歩
き

町
ぐ
る
み
で
「
刃
物
を
も
た
な
い
運
動
」を

最
近
刃
物
に
よ
る
犯
罪
が
ふ
え

特
に
青
少
年
の
非
行
が
凶
悪
化
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
テ
レ
ビ
や
映

画
の
画
面
に
殺
し
場
面
が
多
く
な

り
、
青
少
年
の
強
く
な
り
た
い
と

い
う
願
い
を
悪
い
方
面
か
ら
助
長

さ
せ
て
い
る
結
果
と
考
た
ら
れ
ま

す
。し
か
し
い
づ
れ
に
せ
よ
刃
物

を
も
た
せ
る
と
い
う
こ
と
が
犯
罪

の
も
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
千
住

西
新
井
両
警
察
暑
で
は
、
十
一
月

二
十
八
日
か
ら
十
二
月
四
日
ま
で

「
刃
物
を
も
た
な
い
運
動
週
間
」

を
実
施
し
て
、
青
少
年
が
刃
物
を

も
ち
歩
か
な
い
よ
う
、
学
校
、
職

場
、
家
庭
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け

て
、
こ
れ
を
強
力
に
推
進
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
学
校
な
ど
で
は
、
鉛

筆
刷
り
な
ど
を
備
え
つ
け
、
生
徒

が
刃
物
を
も
ち
歩
か
な
い
よ
う
。

ま
た
職
場
で
は
少
年
工
が
工
具
類

を
持
ち
出
さ
な
い
よ
う
保
管
を
厳

重
に
し
て
下
さ
い
。
ま
た
手
製
の

刃
物
や
ピ
ス
ト
ル
を
作
ら
な
い
よ

う
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
週
間
に
は
青
少
年
問
題
協

議
会
、防
犯
協
会
、
P
T
A
、町

会
、婦
人
会
、学
校
等
あ
ら
ゆ
る

補
導
機
関
を
中
心
に
町
ぐ
る
み
参

加
し
、青
少
年
に
刃
物
を
も
た
せ

な
い
良
い
習
慣
を
つ
け
さ
せ
ま
し

よ
う
。(

写
真
は
発
見
さ
れ
た
凶
器
)

ご
存
じ
で
す
か

印
鑑
証
明
は
本
人
で
な
け
れ
ば

取
れ
ま
せ
ん

「
ハ
ン
コ
一
つ
で
首
く
く
り
」

と
い
わ
れ
る
程
、
印
鑑
は
私
達
の

財
産
を
左
右
し
ま
す
。
そ
の
大
切

な
印
鑑
の
取
扱
い
に
は
、
十
分
慎

重
に
い
た
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

区
で
は
印
鑑
条
例
を
定
め
て
、

そ
の
取
扱
い
を
き
び
し
く
し
て
お

り
ま
す
。

年
末
を
ひ
か
え
、
こ
れ
か
ら
各

出
張
所
と
も
印
鑑
証
明
が
多
く
な

り
ま
す
が
ご
注
意
下
さ
い
。

ま
ず
、
印
鑑
を
登
録
す
る
に
は

本
人
が
、
す
べ
て
自
分
で
申
請
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
病

気
と
か
や
む
を
得
な
い
理
由
で
、

自
分
が
申
請
で
き
な
い
と
き
は
、

そ
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類
を
つ

け
て
代
理
人
に
た
の
ま
ね
ば
い
け

ま
せ
ん
。

で
は
代
理
人
に
よ
つ
て
手
続
を

す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

と
い
い
ま
す
と
、委
任
状
と
本
人

が
ど
う
し
て
も
出
向
け
な
い
理
由

を
証
明
す
る
書
類
、例
え
ば
病
気

な
ら
医
師
の
診
断
書
、入
院
証
明

書
、ど
う
し
て
も
職
場
を
は
な
れ

る
こ
と
か
出
来
な
い
の
な
ら
、勤

め
先
の
証
明
書
を
付
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。こ
の
場
合
本
人
が

書
い
て
本
人
が
証
明
し
た
も
の
は

認
め
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
面
倒
を
お
か
け
す

る
の
も
、
あ
く
ま
で
本
人
の
申
請

で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
め
、
本
人

の
利
益
や
財
産
を
守
る
た
め
な
の

で
す
か
ら
ご
協
力
下
さ
い
。

印
鑑
証
明
を
受
け
る
場
合
も
同

じ
で
す
。
代
理
人
に
な
つ
た
方
も

本
人
の
た
め
に
、
慎
重
に
取
扱
つ

て
こ
そ
代
理
人
と
し
て
信
頼
を
た

も
て
る
と
い
う
も
の
で
す
。

収

入

印

紙

( 5 円)

足

立

委

任

状

東
京
都
足
立
区
千
住
一
丁
目
五
十
番
地

足

立

太

郎

昭
和
二
年
八
月
二
十
四
日
生

私
こ
と
山
川
海
人
を
代
理
人
と
定
め
左
の
権
限
を
委
任
い

た
し
ま
す
。

一
、
印
鑑
登
録
申
請
に
関
す
る
こ
と

一
、
印
鑑
証
明
書
の
下
付
申
請
及
び
受
領
に
関
す
る
こ
と

昭
和
三
十
五
年
十
一
月
二
十
日

右
　
足
立
太
郎
(
印
)

注
意
・
委
任
状
は
本
人
が
必
ず
書
く
こ
と
、
も
し
本
人
が
書

け
な
い
と
き
は
出
張
所
に
ご
相
談
下
さ
い


